
 

 

 

 

 

 

【Ａ小学校の例】 
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旧５－１ 4.2 1.1 92% 60% 3.9 3.4 4.5 3.0 4.8 3.8 4.8 3.8 

旧５－２ 2.6 4.5 72% 95% 4.7 3.6 2.0 3.5 3.0 4.9 3.9 3.7 

 

                         は、注目すべき項目の数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県学力・学習状況調査を活用した実践事例 

実践事例１「昨年度の担任ベースに並べ替えて、伸ばしているクラスの取組を共有する」 

大切なことは、学力を伸ばしている教職員の指導方法をみんなで 

共有して、授業改善に生かすことだよ。また、伸ばしている先生 

の授業を実際に観ることも効果的ですよ。 

【効果的な指導】 
＜旧５－１から＞ 
 ○ 国語の学力の伸びが高かったのは、書く活動をたくさん取り入れ、文章を書くことの苦 
  手感をなくしたからではないか。 
 ○ 努力調整方略の数値が高いのは、粘り強く最後までやり抜くことができるように声がけ 
  やヒントカード等の支援を行ったからではないか。 
  ○ 人的リソース方略の数値が高いのは、自力解決の時間をきちんと確保し、一人一人が 
  じっくりと考える場面を設定をしたからではないか。 
 
＜旧５－２から＞ 
 ○ 算数の学力の伸びが高かったのは、児童の発表に対して、他の児童に「どうしてこう 
  なったのか」と問い返したからではないか。 
  ○ 認知的方略の数値が高いのは、既習事項を振り返り確認してから、問題を解くような指 
  導を心掛けたからではないか。 
 ○ ＡＬの数値が高いのは、グループで話し合う時には、話し合う視点をきちんと与えてか 
  ら話し合わせるようにしたからではないか。 
  

 

書かせる活動を多くしました。
ただ書かせるのではなく、キー
ワードを入れて書かせていま
した。 

私もその実践に 
取り組んでみよう!! 

□□先生の国語の指導方法は、 
どのような指導をしたのですか？ 

これまでの実践は 
よかったんだ～ 

学力を伸ばして

いるクラスの取

組を共有するた

めの協議 



 

 

 

 

【Ｂ小学校の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践事例２「コバトンのびのびシートを活用して、学力に課題のある児童生徒について学力や 

      学習の状況を把握し、効果的な指導方法を話し合い、共有する。」 

○○さん、図形の分野が
弱いのよね・・・。 
どうしたらいいかしら？ 

図形の分野のとき
には、具体物を準備
するといいわよ！ 

図形の角の大きさ
に色を塗って見せ
るとはっきりと分
かると思うよ。 

今までに習った
図形の復習をス
モールステップ
で徹底的に！ 

私も、授業で 
そうしてみよう  

研修会や普段の職員室で のびのびシートから先生の呟き 

【他にも･･･コバトンのびのびシートから見えてくること】 

①国語の「話す・聞く・書く」の領域が弱い。 

②「努力調整方略」が低く、昨年度より数値が下がっている。 

③「人的リソース方略」が、昨年度より数値が下がっている。 

④「将来の夢や目標」をどちらかと言えば持っていない。 

⑤家庭学習の時間が３０分～１時間以内である。 

⑥家の人とあまり話をしていない。 

 

【具体的な支援】 

・授業中での支援 

・授業外での支援 

・学校行事等での支援 

・部活動での支援 

・家庭と連携しての支援     

         など 

 

   

 
大切なことは、教職員で、「コバトンのびのびシート」をもとに、よりよい

指導方法について話し合いをし、それをみんなで共有することだよ。 

○○さんの図形の
分野を伸ばすには
どのような指導を
したらいいですか。 


